『地球環境について考えよう』

　　　　子ども環境会議を開こう　　組　　　番　名前
５　発言原稿の推敲

　　　　　　　　　　　　　　　


■発言ＡとＢを比べて、相手に伝わりやすくするに

　はどうしたらよいか考えよう。




–––




１








□自己評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□学習のまとめ（本時のふりかえり）


　１　聞き手を意識した言葉づかいにするとよいことがわかったか。○　△


　２　聞き手を意識して自分の原稿をなおすことができたか　。　○　　△　　　　　　　　　　　　　　


学習用具　○　△　　　チャイム席　○　△











□「子ども環境会議」の目的・設定・対象


　環境問題について、ともに調べている学級の仲間に対して、今、自分たちの身の回りで起きている「環境」にかかわる問題点を説明し、「環境」に対する自分の思いや考えを話すことで、相手の心を動かし、「地球環境」を守っていくことの大切さに気づかせ、「環境」にかかわって、自分たちができることを学級で決め、みんなで行動を始めようという気持ちにさせる。











　課題　 発言原稿を読み返し、より相手に伝わるものに推敲しよう。














２








３





Ａ　世界の各地で森林破壊が進み、野生の生物が絶滅しようとしています。





Ａ　一日に出されるごみの量を聞いて、ぼくはびっくりしました。





Ａ　ぼくは、これ以上地球の環境を壊すことはいけないと思います。





Ｂ　世界の各地で森林がどんどん切り開かれ、野生の生物がほろびようとしています。





Ｂ　一日にどれだけのごみが出されるか、みなさんは知っていますか。





Ｂ　ぼくは、これ以上地球の環境を壊すことはできません。








